








 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループにおきましては、カーナビゲーションやスマートフォン・スレートＰＣなどのモバイル機器向け

にタッチパネル用基板、携帯電話・スマートフォン・その他モバイル機器向けＬＣＤ用基板などの製品が、引き

続き堅調に推移しました。また、継続的に実施している生産性向上策、経費削減効果により、第１四半期累計期

間の連結業績は想定を上回りました。 

このような状況を踏まえ、平成23年度３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想について、下記のとおり

見直しを行いました。なお、通期の業績予想につきましては先行き不透明な状況であることから、平成22年５月

20日に公表した予想数値の見直しを行っておりません。 

 

平成23年３月期 第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 

（平成22年５月20日） 
4,600 550 600 600 71.58 

今回修正予想（Ｂ） 4,600 600 650 650 77.54 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 50 50 50  

増減率（％） 0.0 9.1 8.3 8.3  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成22年３月期第２四半期） 

3,107 △254 △234 △238 △28.46 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

 

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理 

① 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

② 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。 

 

 （３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益は40千円減少し、税金等調整前四半期純利益は18,615千円減少しております。 

 












